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松波公民館は松波会館に― 町会に新しい看板が付きました

　なかなかやっかいな問題の一つがごみ置き場の問題、町会では一貫して「利用者全員の話合いで決める」ことを
お願いしてきましたが、住宅密集地の松波では場所の選定にどこも苦労しています。3丁目のある置き場、アパー
トが戸建て住宅に変わることで撤去が申し入れられ、新しいオーナーも含め2回の相談会が開かれました。その結果、
利用する15世帯で出した結論が、1年交代で置き場を移動させること、交代で置き場の清掃にあたること、という
ものでした。利用者のみなさんの前向きの話合いと、関・3区区長のねばり強い2年にわたる働きかけに感謝です(竹)。

最近最近のの松波松波  からから

今年の松波夏祭り―
お祓いとお神輿（みこし）の展示だけ行います　　　

　松波夏祭りは町内の年間最大の行事ですが、コロナ感染で言えば、昨年、夏祭りを中止した時の状況か
ら大きく改善されたとは言い難い状況です。しかし、高齢者のワクチン接種が進んでいること、また良き
伝統を後世に伝えて行くためにも、今年は人の密集する行事は中止とし、お祓いとお神輿の奉納・展示の
み行います。
　期間中、ぜひ松波会館（旧松波公民館）にお越しください。( したがって、ご寄付のお願いはせず、必
要な経費はこれまでの祭典会計からまかないます )。

7 月 31 日（土）午前 9 時～神輿の組み立て
8 月 1 日（日） 午前 9 時～護国神社宮司によるお祓い
8 月 1 日（日）～ 8 日（日）期間中、10 時～ 17 時、
　　　　　　　　　　　　　神輿を松波会館に展示 (8 日は正午まで )
8 月 8 日（日）午後 1 時～神輿解体と収納

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松波祭典実行委員長　竹下登志成）

畑町防災会を見学しました！　　　　　　　防犯防災部

　今後の松波町会での防災関係の参考とするために、畑町防災会の防災機材・設備について見学をすることになり
ました。
　2021 年 6 月５日（土）の 10 時～ 11 時に市内稲毛区の畑町コミュニティセンターで、安田副会長、澤田部長、
小石川区長、石橋理事、町田が参加し、畑町防災会は、副会長含め３名の役員の方々に対応していただきました。
　機材などを見学し、倉庫内を拝見させていただきながら、色々と説明を受けました。
　畑町と松波とでは色々と背景や状況が異なりますが、参考にできる点は多々あったと感じます。特に共通事項で
あろうと思ったのは、地域に根付いた活動を長期に渡って地道に継続して行っていく事でした。そして、防災は長
いスパンでの取り組みとなるため、継続性や有効性を考慮した取り組みや組織構造を模索し、状況に応じて柔軟に
見直し・改善を実施していくことが肝要であると思いました。

新しい会館正面位置を下げたポスト
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　　町会が法人化したことにともな
い、町会事務所の名称が「松波会館」
に変わりました。これまで通称であっ
た「松波公民館」は、市の設置した社
会教育法による公民館と間違われるこ
とも多く、こう改めました。
　このりっぱな板は、防犯防災部長の
澤田光義さんから寄贈いただいたも
の、隷書体 ( れいしょたい ) の文字は
2 丁目の安塚正明さんに書いていただ
いたものです。

　「松波会館」に寄せて

2 丁目在住    安塚　正明（旭洞）

　昭和 30 年代の松波町は、松林と関東

ローム層の赤土があり、麦畑が青々と

していました。静かな町の中で、現在

の松波会館の前は商店街でにぎわって

いました…その頃のことを思い出しな

がら書かせていただきました。

　遠くからも見やすい「隷書体」です。

これは今から 2000 年ほど前に中国で

書かれていた書体です。その後、草書・

行書・楷書（かいしょ＝活字書体にも

使われている）の順で発達しました。

　親の代に建てられた会館は、この度

多くの方の尽力により耐震と改装がさ

れて、さらに立派になりました。

　町会が法人化されて、この先も長く

楽しい行事や日々の活動で人々が集え

る会館となることを願っております。


